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1988 年にパソコンは農具であると呼ばれて 2005 年で 17 年が経過した（田上 1993）．パ
ソコンがネットワークに接続され，情報化のツールとしての活用研究が進められてきたが















































ウンシュウミカンの消費や流通については農林水産統計資料によると 1975 年の 366 万
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形成として示されている（児島 1983).普及事業においては 1982 年から 4 年計画で新普及
システム推進事業が展開された．その結果 1986 年頃には愛知県農業試験場と普及センター
を結ぶネットワークが構築されたが（杉井ら 1990），BBS(Bulletin Board System,電子掲
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年にはこれをモデルとした BBS が全国に 21(第 1 表)あったことが確認されている（町田
1989）． 
本節では，著者がわが国で先駆的に構築した IT 利用の農業情報交換システムであるパソ







用してテキストタイプの文字情報で通信した（狩野 1989）．通信速度は当初 300 bps と
1200bps で行った．1995 年以降の通信速度は 14400bps 全二重無手順を使用した．パソコン
通信するための接続経費は入会金 3000 円，VAN 利用料金は 3分間 20 円であった．  
２）パソコン通信システムの運用  





が商用利用のため全国に張りめぐらせた C&C-VAN(第 1 図)に一般の端末パソコンを電話回
線経由で BBS 接続を許可したもので，著者は農業をテーマした SIG(Special Interest 
 9
第１表 先駆的農業情報ネットワーク一覧 
開始年(年） ＢＢＳの名称 主催者団体名 
1986 ＡＧネット（農と食） ＰＣ－ＶＡＮ 
1986 いばらぎ 21 グリーンネット 茨城県農林水産部改良普及課 
1986 ＢＢＳ－ＮＲＳ 愛媛統計情報事務所 
1987 村ネット 茨城県関城町農協 
1987 ＭＡＧＮＥＴ 宮城県農業センター 
1987 ＡＧＮＥＳＳ 宮城県仙南地域グリートピア 
1988 茨城大学農業情報ＢＢＳ 茨城大学農学部 
1988 普及情報ＶＡＮ 農業改良普及協会 
1988 Ｗａｖｅ－Ｎｅｔ 和歌山県 
1988 ぐんまアグリネット（ＧＡＧＮＥＴ） 群馬県農政部 
1988 盛岡市パソコン通信サービス 岩手県岩泉農業改良普久所 
1988 Ｎｏｎｋｙネット 北海道の高校 
1988 佐野ＡＧＮＥＴ 栃木県佐野市農協 
1988 ＡＰネット 埼玉県川越農業改良普及所 
1988 坊ちゃん アシストマイクロ 
1988 きん太ネット 新潟県草の根ＢＢＳの会 
1988 美幌農業館 北海道美幌町 
1988 厚真農業ネットワーク 北海道厚真町農業経営センター 
1988 八代グリーンネット 熊本県八代農業改良普及所 
1988 岩手グリーンネット 岩手県 























































い広場，農への新しい波，おいしんぼ産直，情報 BOX の 4 個に集約した．BBS の活性化の















































































































































































































































全体の 11％対し，農業者は全体の 24％を占めていた（第 5表）．このことから先駆的農業

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全国農業改良普及協会が開局していた F-VAN が 1994 年にシステム改良が行われ，普及情
報ネットワークシステムとして新たに稼働をはじめた EI-NET をここでは使用した．接続す

























ターではローカルネット内に加入者限定の BBS を構築し，農業者の IT 活用を促進したこと











研修を強化し，業務での使用を義務づけたたことで，第 6表のとおり Web 接続回数が前年
に比べ著しく増加した．このことからローカルネット参加者らは自らの書き込み数が増加
し，農業者との間の信頼関係が高まり，本音で話し合えるコミュニティが形成されてきた．  
一方和歌山県独自の BBS として 1988 年に Wave-net が開局されていて，農業改良普及セ
ンターの主務課である農業振興課が 1989 年に農業 BBS を企画し開設した．この BBS には普
及センターのみでなく試験研究や病害虫防除所等からの情報提供を行うこととした．この





発が始まり，第１節で述べたように農業 BBS が全国に波及し，1990 年代前半までは増加の






















































































































































































































































































































































































































































内に 2003 年 4 月に参加者 55 名で立ち上げ，改良普及員はもとより有田振興局幹部職員も
情報を共有化することができた．２つ目は農業士の組織の情報網として，事務局である県




































































































































































































































































































































































































































































































































































































www サーバはインテル CPU マシン，LASER5 Linux6.2 の OS を搭載し，プロバイダは有
限会社サイプレス（和歌山県海南市）にハウジングし，ドメイン http://www.mikan.gr.jp
を取得して運用した．ftp によるファイル送信には，メインサーバのリモートパソコンに
同型マシン（リモート pc１）を windows NT の OS 下で動作させた．また IBM ホームページ
ビルダーをインストールしてコンテンツづくりに使用した(第 2 図)．サブマシンは各機関
設置の windows マシンで対応した．メインリモート PC１は有田地域農業普及センターに設
置しサーバ全体の管理を，サブリモート PC2 は果樹試験場栽培部に，サブリモート PC3 は
ＪＡありだに設置し，メインリモート PC1 以外はそれぞれ指定のフォルダー内の情報を管





























      ftp送信          ftp送信   ftp送信 
     リモート PC3    リモート PC2    リモート PC1 


















   オリジナルデータ      既存のデータ加工  サブPC管理データ 











・ 病害 21 種 
・ 害虫 32 種 
・ 生理障害 9 種 
・ 雑草 11 種 








































































































 健康からみたカンキツの機能性（矢野 2001)に関する情報を消費者向けに公開した． 
 統計データは農林水産省近畿農政局和歌山統計事務所発表の統計情報を過去からの積み




 開設して２年を経過した 2000 年 11 月から 2001 年 11 月に利用状況調査として Web 上で
アンケートを実施した．その結果を第 9表にアクセス回数，第 10 表に職業別利用者割合，
第 11 表に利用目的，第 12 表に役立った情報を示す．アンケート実施期間中のアクセス回




















































































 第８図 農林水産統計情報1961年から2001年までを一覧にしたグラフ 
 
 
第９表 アクセスカウンター数      単位：回 
 年間利用回数 延べ回数 
1999年11月10日 13,000 13,000 
2000年11月1日 23,698 36,698 




第１０表 職業別利用者割合   単位：％ 
順位 業種 件数 割合 
1 農業 46 37.7% 
2 公務員 18 14.8% 
3 その他 16 13.1% 
4 小学生 13 10.7% 
5 大学生 10 8.2% 
6 主婦 8 6.5% 
7 関連会社 3 2.5% 
8 JA職員 3 2.5% 
9 中学生 2 1.6% 
10 食品関連 1 0.8% 
11 高校生 0 0% 
12 無回答 2 1.6% 
調査2001年11月 回答者数122人 
40
第１１表 利用目的              単位：％
順位 回答項目 件数 割合 
1 みかんについて調べる 23 18.9% 
2 栽培技術を調べる 21 17.2% 
3 その他の目的 19 15.6% 
4 みかんの生育状況 18 14.8% 
5 みかんの病害虫を調べる 14 11.5% 
6 たまたま訪れた 12 9.8% 
7 面積など統計を調べる 4 3.2% 
8 みかんの歴史を調べる 4 3.2% 
9 みかんを注文したい 3 2.5% 
10 観光について調べる 1 0.8% 





第１２表 役立った情報           単位：％
順位 回答項目 件数 割合 
1 みかんの歴史について 18 14.8% 
2 有田病害虫図鑑 17 13.9% 
3 栽培技術関係 17 13.9% 
4 みかんの生育状況 15 12.3% 
5 みかんの品種について 12 9.8% 
6 話題（みかんの機能性） 10 8.2% 
7 病害虫防除・発生予察 10 8.2% 
8 気象関係 7 5.7% 
9 事業紹介 5 4.1% 
10 リンク集 3 2.5% 
11 その他 3 2.5% 
12 みかんの生産量 2 1.6% 




開設当初からのカウンターによると約 80000 回の利用回数（3 年間）があった．年間利
用回数は第 9表のとおり毎年約２倍の伸びである． 


























































第13表  有田地域内観測場所別降雨状況 
 有田 吉備 金屋 湯浅 広川 港 果樹
試験
場 
6月13日 1 1 1 1 1 2 1 
6月14日 8 6 7 6 6 18 9 
6月15日 9 16 13 16 13 8 15 
6月16日 0 0 0 0 0 0 0 
6月17日 0 0 0 0 0 0 0 
6月18日 4 3 3 4 5 4 4 
6月19日 106 80 82 63 55 85 74 
6月20日 101 111 107 108 93 97 91.5 
6月21日 6 6 7 7 7 6 4.5 
6月22日 7 9 9 9 8 8 6 
6月23日 9 7 8 8 9 11 6 






















を携帯電話に提供するための PHP3 スクリプトを作成した（第 9図）． 
和歌山県土木部砂防課防災データステーションのページは不定期に更新される場合があ
るため，５分毎にページの更新を調べ，更新されている場合には何時のデータであるかを
調べて，正しくデータが追加されるようにした．Perl で Web ページを取得するために，第

















県内 137 カ所に設置 
内有田地方に 18 カ所 
設置されている 














































































①毎時 0分に cron により Perl スクリプトが起動し，各地点が欠測値であるという内容 
の Insert 文をもつファイルを生成し，ファイルを PostgreSQL の psql コマンドにリダイレ
クトしてデータを登録する． 





データを Perl の文字列のパタンマッチ(m/パタン/)を用いて切り出す． 
④Perl スクリプトは，取得した日時と雨量データから，SQL の update 文を生成しファイ
ルに書き込み，このファイルを psql コマンドにリダイレクトして毎時０分に追加したデー




スクリプトは Agent ヘッダによって NTT ドコモの i モード・J フォンの J-Sky に対応した
HTML モードと au の Ezweb に対応した HDML モードを切り替えて動作する．つまり，同じ URL
でこれら３社の携帯電話に対応している．また，PHP3 の PostgreSQL データベース関数を
用いてデータを検索・集計し，第 10 図に示す内容でデータを表示する．パソコンへの公開
は基本的には同システムの HTML モードを利用している． 










































観測データ毎に第 10図に示す 4つのパターンで表示できるようにした．①過去 1ヶ月の
日別雨量表示・②過去 24 時間の毎時の雨量表示・③任意に選択した月の日別雨量表示・
④任意に選択した日付からの表示命令を送った日時までの積算雨量を計算して表示させた．
















を入力することにより有田みかん DB メニュー画面が表示され，①雨量 DB を選択すれば第
10 図の画面が表示され後は選択した任意の場所，任意のデータが表示される．この時トッ











































 4/ 8:   0( 1) 
 4/ 9:   0( 0) 
 4/10:   0( 0) 
 4/11:   7( 0) 















欠測 0 時間 


































































































































































したカタログ番号は商品に添付し，番号を記入したシールを作成した(第 13 図)． 











早和果樹園の Web に公開した（第 14 図，第 15 図）．産地サイドの Web は刻々と変化する農
作物の生育状況と管理作業の過程を公開することで，流通業者や消費者に SEICA に登録し
た内容をさらに詳しく説明した． 
SEICA への登録は無料，早和果樹園の Web は既存のもので対応したので経費負担はほと
んど必要なかった．運用に当たっては農業日誌購入費に 60,000 円，携帯電話対応アグリメ



































































































 １８～２０日 マルドリ設置 




 下旬  灌水２回（１０㍑／樹）、計２０㍑ 
 ３０日 視察団来園 
８月 
 上旬  灌水２回（１０㍑／樹）、計２０㍑ 
 中旬  灌水２回（１０㍑／樹）、計２０㍑ 
 下旬  灌水５回（５㍑／樹）、計２５㍑ 
 ６日  マルドリ現地検討会 
 ９日  台風１０号にマルチ飛ばされる 
 ２１日 広報誌に取材を受ける 
９月 
 上旬  灌水７回（５㍑／樹）、計３５㍑ 
 中旬  灌水４回（５㍑／樹）、計２０㍑ 
 下旬  灌水１１回（５㍑／樹）、計５５㍑ 
 ９日  視察団来園 
 １１日 視察を受ける 
 ２６日 視察団来園 
１０月 
 上旬  灌水８回（１０㍑／樹）、計８０㍑ 
      灌水１回（５㍑／樹）、計５㍑ 
 中旬  灌水３回（１０㍑／樹）、計３０㍑ 
 下旬  灌水６回（５㍑／樹）、計３０㍑ 
 １７日 国の試験地視察 
 １８日 取材受ける 
１１月 
 上旬  液肥６回（５㍑／樹）、計３０㍑ 
 中旬  液肥４回（５㍑／樹）、計２０㍑ 
 下旬 
   
１２月 
 上旬  液肥２回（５㍑／樹）、計１０㍑ 
 中旬  液肥４回（５㍑／樹）、計２０㍑ 
 下旬  液肥４回（５㍑／樹）、計２０㍑ 
  
１月 
 上旬  灌水１回（１０㍑／樹）、計１０㍑ 
 中旬 
 下旬 
 葉面散布、1000㍑クーラーで  

















および銘柄での出荷していることから，ID 付与する品目ごとに SEICA への登録と生産者の













































そこで，著者は前に述べた SEICA と生産者の Web に卸売会社である東京シティ青果株式






Web をリンクで結び生産から販売までの情報を公開した．東京シティ青果の Web は早和果
樹園の Web にリンクを張り，商材の生産工程を広く紹介した．市場から先の流通は東京シ
ティ青果の Web（http://www.city-seika.com/）に公開した．それぞれの情報は Web の相
互リンクで結んだ．ここでのリンク先は直接商品にかかわるページへのリンクを優先し，
それぞれの Web のトップページへのリンクは避けた(第 17 図)． 
東京シティ青果は，東京都内の高級果物店をターゲットとしたこだわり販売に取り組ん
でいた商材を，仲卸会社や一般小売店への Web により商品提案を行った．Web 公開に当た
り 2003 年 10 月に築地市場内の青果部門の全仲卸会社を対象にインターネットによるトレ
ーサビリティへの取り組み状況を聞き取り調査した．調査した結果によると，仲卸会社 117
店舗中パソコン所有店舗は 9４店あり，そのうち 50％の 47 店舗がインターネット接続して
いるものの，取り扱い商品のトレーサビリティには使用されていなかった．そこで，東京
シティ青果側では SEICA データと早和果樹園の Web から商品の特徴と果実品質データを引
き出し，マイクロソフトのエクセルを使って商品説明として店舗用青果生産者表示（以下，
POP と述べる）を作成して配布した．それと同時に，インターネット接続によるトレーサ



























































































































































































































































































































































革で一時ストップし他府県より後れを取った（第 15 表）． 
これらのことから，有田地方の主幹品目であるウンシュウミカンに次のような現象が起
こった．農林水産統計資料によると 1975 年の 366 万 5,000 トンの生産量をピークに，その
後食生活習慣の変化などにより消費が減退した．松下（2003）によると，1977 年から 1989
年までは価格安定を図るための生産制限による出荷調整により市場価格を上昇させている．
しかし，2001 年から始まった果樹経営安定対策による生産調整では 2002 年に 113 万トン
となったが，価格は低迷したままとなっている（第 20 図，第 16 表）．和歌山県の有田地域
はみかん生産 400 年以上の歴史があり，県内の生産量は 17 万 5,000 トンで，その約半分が
有田地方で生産されている．和歌山県の生産量は全国で第 2位の位置にある．しかし，東
京都中央卸売市場青果物流通年報によると，東京都中央卸売市場への出荷量は 2002 年産で
14,027 トンと全国で第 6 番目である．同市場での 2002 年産の販売単価の平均は極早生ウ
ンシュウミカンで 125 円／kg，早生ウンシュウミカンで 174 円／kg であった．和歌山県産
は宮崎県の極早生みかんの 265 円／kg，愛媛県の早生ウンシュウミカンの 244 円／kg と比
















北海道 1 2 3 農畜産の生産流通の情報提供、把握
長野県 1 1 2 市場調査
群馬県 0 3 3 市場調査
福島県 1 1 1 3 流通実績集約、市場との蔬菜果実研究会の事務局を担当
福井県 1 1 企業誘致、観光振興
岐阜県 1 2 3 農産物の流通情報から県内農地への提案
鳥取県 4 4 物産振興、斡旋マスコミＰＲ企業誘致県人会商工観光課とセットで農産物を、主にスイカと二十世紀
島根県 2 2
山口県 0.1 0.1 総務・企業誘致担当が兼務
徳島県 4 2 6 何でも徳島をＰＲ、市場で諸費者ニーズを産地へ、
香川県 1 1 2 ＪＡ駐在一名と共に農産物流通状況、卸売会社担当者への情報提供（定期的な会合）産地からの見学者
大分県 2 1 3 流通対応（販路開拓、情報収集）支援（視察対応販促）
佐賀県 1 1 2 農畜産物の流通情報・販売促進
熊本県 1 2 3 市場・量販店での状況調査・ＰＲ
宮崎県 2 2 4 消費地における情報収集・発信
鹿児島県 3 4 3 1 11 農畜産物の流通調査、県産品ＰＲ宣伝
沖縄県 0 3 3
愛媛県 0 0 設置なし
静岡県 0 0 設置なし


















































1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2003年
極早生 6,554 7,858 10,046 9,174 11,250 11,39411,78412,675
早生 16,033 18,21725,515 20,16026,529 21,20026,30325,167
中生 5,777 6,038 9,647 7,690 8,364 6,933 10,995 8,837
晩生 10,531 11,01214,847 11,11616,127 11,83112,60913,412
完熟 1,616 708 478 760 1,062 334 517 413
味一 888 426 283 265 187 266 718 396
合計 41,399 44,25960,816 49,16563,519 51,95862,92660,900
有田みかん販売単価の推移 単位：円/kg
1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2003年
極早生 257 305 168 259 173 179 167 139
早生 224 320 135 269 129 230 134 165
中生 266 368 121 295 133 244 131 175
晩生 240 350 114 287 129 243 134 155
完熟 286 416 165 350 220 281 156 188
味一 297 452 286 436 315 396 224 262
平均 243 335 134 277 139 225 141 160
有田みかん販売総額の推移 単位：千円












入荷量 単価 入荷量 単価 入荷量 単価 入荷量 単価
1愛媛県 16,310244 4,595 18612,809225 1,098 73735,467
2熊本県 10,268181 5,879 189 5,060 168 161 59521,906
3長崎県 6,119 199 5,233 172 7,214 157 664 63819,758
4静岡県 1,419 162 328 20816,640191 75 61519,023
5佐賀県 2,322 154 6,538 147 3,004 145 2,911 69615,221
6和歌山県 6,739 174 1,023 125 6,215 149 50 56614,475
7福岡県 1,729 173 1,905 154 901 145 56 646 5,063
8山口県 183 213 3,468 132 3,996
9香川県 606 209 2,103 144 31 652 3,093
10広島県 1,589 193 592 156 2,530
11徳島県 1,939 158 189 812 2,286
12宮崎県 1,535 265 211 688 2,011
13愛知県 272 138 1,137 874 1,547
14神奈川県 987 101 75 696 1,163
15大分県 156 116 780 851 1,052
16広島県 218 125 592 156 1,091
17鹿児島県 452 215 180 372 847
18韓国 25 403 25
その他 502 576 1,078
和歌山県農協連合会調べ
早生ﾐｶﾝ 極早生ﾐｶﾝ 普通ﾐｶﾝ ﾊｳｽﾐｶﾝ
75



























県名 品名　 糖度 酸含量 荷姿
和歌山県 味一α １３度以上 1.1～0.7%10kg
味一 １２度以上
ゆらっこ １２度以上 7.5kg





福岡県 博多マイルド １２度以上 1.0%以下
佐賀県 さが美人 10.5度～12度以上1.0%以下






熊本県 日のあけぼの １１度以上 1.0% 5kg･7kg･10kg
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                  仲卸・量販店でポップ 
 
                  実需者との取引会議 
 
                  ターゲット別商品開発 
 
 
                 
               企画立案実行のフロー 


























































マルチ資材や灌水装置などの整備として当初経費として 10 アール当たり 80 万円程度必要


































マルチ代 減価償却費 ３年 50,000
ドリップかん















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は 558 円／kg と企画時の希望価格の 600 円／kg には至らなかったが，マーチャンダイジン
グを企画していない商品の 160 円／kg との差は大きかった．このことからも産地からの商
品提案を積極的に実施し，マーチャンダイジングにもとづく取引の幅を広げていくべきと
 86





























































































































































































































































































この間の通信インフラのデータ転送スピードは 1988 年当初，300bps だったものが年々
スピードアップされて，2004 年には光通信だと 100Mbps に，従来のシステムでも 47Mbps












































































させ，地域特産物の振興にさらなる IT 活用を推進していく必要がある． 
 96
謝辞 
 社会人として本研究を行うにあたり，宇都宮大学農学部 吉田智彦 教授の懇切丁寧なご
指導を賜りました．心からお礼申し上げます． 
 東京農工大学農学部 平澤正 教授，茨城大学農学部 松田智明 教授，宇都宮大学農学部 
本條均 教授，同 和田義春 助教授には本論文のご高閲を賜り感謝いたします． 




























浅沼和博 (2001) 果樹の需給調整対策と推進組織．果実日本 7:64-67． 
深津時広・平藤雅之 (2003) 圃場モニタリングのためのフィールドサーバの開発．農業情 
報研究 12(1)：1-12. 
福田浩一 (1989) 普及情報 VAN の現状．農業情報 1989．キャンズ，千葉．26－31． 
長谷川裕（1993）農業情報システム化と普及教育．農業および園芸 68(1)：95-100． 
速水浩二 (1998) 改訂版 HTML タグ辞典．株式会社 SYOEISYA，東京．271-291． 
株式会社アンク (1998) WindowsNT4.0 実践ガイド．技術評論社，東京．12-27. 
河西朝雄 (1998) Java 入門．技術評論社，東京．156-172. 
鹿野敦 (1989)  PC-VAN の SIG で使うプログラム集．農業気象学会情報システム研究会． 
27-28． 
狩野敦 (1993) 電子メールを使おう．農業気象 49(3)：197-199． 
川井一之 (2001) IT 革命を考える．大日本農会 9:4-5． 
木浦卓治・佐々木茂明・古屋挙幸 (2002) 携帯版有田雨量データベース．農業情報学 4： 
49-52. 
小玉麻博・田附明夫・塩光輝 (2001) 携帯電話による Web 農業 DB の構築．農業情報研究 
10：63-64. 
小泉銘冊 (1980) 電子計算機利用によるカンキツ黒点病の発生および防除のシュミレーシ 
ョン．果樹試験場報告(口之津)1980: 39-82. 
児島俊弘 (1983) 地域農業情報ネットワークシステムの長期ビジョン．農林統計協会， 
東京．6-10，105-148． 
河野司・綾部任・人見浩・町田武美・森泉昭治 (2000) 農作物病害虫防除支援のための統 
合データベースシステム[PaDB]の開発. 農業情報利用研究 9(1):15-23. 
町田武美・谷口晋・塩光輝 (1989) 茨城大学農業情報 BBS ネットワーク構築実験．農業情 
報 1989．キャンズ，千葉．70-72． 
 98
町田武美 (1989) 農業 BBS 一覧．農業情報 1989．キャンズ，千葉．196-202． 
町田武美（1992） 農業情報伝達とマルチメディア化通信．システム農学 8(2)：115-125． 
町田武美 (1995) パソコン通信ネットワーク・農業情報 BBS．農業情報化年鑑 1995． 
農文協，東京．208-217． 
町田武美 (1998) パソコン通信ネットワーク・農業情報 BBS．農業情報化年鑑 1998． 
農文協．東京．250-257． 
Matthew Laurenson, Takuji Kiura and Seisi Ninomiya (2000) Accessing online weather  
databases from Java．Pre-Proceeding: Application Area IWS 2000: International  
Workshop on Asia Pacific Advanced Network and its Applications: 193-198. 
松下秀介 (2002) 温州みかん作農家の販売行動と費用水準・価格変動．フードシステム研 
究．日本フードシステム学会 9(１)：2-17． 
松下秀介 (2003) みかん作の経済性と農家の市場対応．農業研究機構中央農業総合研 
究センター総合研究業績書 45：20-24． 
御崎明良 (1999) 紀州有田みかんの起源と発展史．和歌山大学経済理論 292：97-118． 
水谷敦史・高倉直・田上隆一 (1989) 地域気象観測ネットワークシステム開発． 
農業気象 45(1)：33-37. 
森永邦久・吉川弘恭・中尾誠司・関野幸二・村松昇・長谷川美典 (2004a) 露地栽培ウンシ 
ュウミカンにおける周年マルチ点滴灌水同時施肥法の効果．園芸学研究 3（1）：33-37． 
森永邦久・吉川弘恭・中尾誠司・関野幸二・村松昇・長谷川美典 (2004b) 露地栽培ウン 
シュウミカンにおける周年マルチ点滴灌水同時施肥法の開発． 園芸学研究 3（1）：45-49． 
夏見兼生・是永龍二・小泉銘冊・牛居欽司・古橋嘉一 (1992) 果樹の病害虫．日本植物 
防疫協会，東京．2-124． 
二木秀夫 (2000) 成功するファーマーズマーケット．家の光協会，東京．135-148． 
二宮正士 (1994) ネットワークシステムインターネット．農業情報年間 1993/94．農文協， 
東京．50-51． 
 99
新山陽子 (2003) 食品のリスク管理とトレーサビリティ機能と要件．農業情報学会シンポ 
ジウム 2003 春．農業情報研究別冊：32-38． 
野見山敏雄 (2004) 激変する青果物流通と産地マーケティング．農耕と園芸 6：44-46． 
大橋弘和 (1990) 農業総覧病害虫防除資材編． 農文協, 東京．35-36. 
大泉賢吾・石田正昭 (2000) 米の社会志向マーケティングに関する一考察－マーケティン 
グにおける外部経済効果の内部化の可能性．農業・食料経済研究 47(1):1-10． 
奥矢明子 (1988) 施設園芸技術とパソコン通信．日本農業気象学会’88 施設園芸展ガイド． 
23-26． 
大沼りか (1989) AGNESS の現状報告．農業情報 1989．キャンズ，千葉．73-86． 
斎尾乾二郎 (1997) インターネット地域情報システム．農業情報年間 1997．農文協，東京． 
36-39 
佐々木茂明 (1989a) 和歌山の BBS Wave-Net．農業情報 1989．キャンズ，千葉．50-52． 
佐々木茂明 (1989b) PC-VAN・SIG/AG ネット．農業情報 1989．キャンズ，千葉．111-115． 
佐々木茂明 (2002) ウンシュウミカンに関するデータベースの開発．農業情報研究 
11(2)：133-140． 
佐々木茂明・木浦卓治・古屋挙幸 (2002) 携帯電話対応雨量データベースの開発． 
農業情報研究 11(3)：231-238. 
佐々木茂明 (2004) ＩＴ活用による新たな農業改良普及活動の開発．農業普及研究 
 9(1)：64-73． 




菅原幸治 (2001) インターネット対応携帯電話を利用した圃場情報入力システムの開発． 
農業環境工学関連４学会 2001 年度合同大会講演要旨：334． 
 100
菅原幸治 (2002) 現場情報収集のための農作業日誌システム．農業情報学 4：62-66. 
杉井鏡生・竹山正寿・中嶋直也 (1990) PC-VAN のすべてがわかる本．アスキー出版, 東京． 
15-16. 
杉山純一 (2002) 次世代 Web 技術による農産物ネット認証システム（VIPS）．農業情報利用 
33: 6-11. 
砂子幸二 (2004) 食品トレーサビリティへの取り組み．農業情報利用研究シンポジウム資 
料集: 118-123. 
鈴木大助（1990） 農業用データベース．システム農学．6（2）： 61-71. 
鈴木大助（1994） 作物の主要病害に関する診断・防除データベースシステム．農研センタ 
ーニュース 55：4-5. 
田上隆一 (1989) 村のネットワーク．農業情報 1989，キャンズ，千葉．87-90. 
田上隆一 （1993） わが国農村における情報利用の実際と展望．農業および園芸 68(1)： 
90-94. 
高倉直（1993）わが国の農業分野の情報化の現状．農業および園芸 68(1):80-82. 
滝田正 (1999) 新形質米品種の開発と製品・商品化へのアプローチ．東北農業研究  
別(12）:1-7. 
田中良 (1989) MAGNTET について．農業情報 1989．キャンズ, 千葉．40-49. 
谷口晋 (1989) はじめに．農業情報 1989．キャンズ, 千葉．巻頭言. 
谷口晋 (1990) 農業情報利用研究会設立経過報告．農業情報利用 創刊号: 55-56. 
富山武夫 (2002) 農産物流通とトレーサビリティ．農耕と園芸 10:68-71. 
和歌山県 (2000)  和歌山県土壌対策指針．和歌山県，和歌山．70-71． 
渡辺努 (2003) IT を利用した青果物流通情報システム．農業情報研究別冊：62-77． 
渡辺幸恵・吉田智彦（1992）福岡県の農業研究情報システムの利用状況の解析．農業情報 
研究 1(2):151-161． 
矢野昌充 (2001) 健康面から見たカンキツの機能性． 第 47 回全国柑橘研究大会誌：  
 101
22-28. 
山田畯一 (1993) 原色果樹の病害虫診断．農文協，東京．9-10． 
山本健二・二宮正士 (1995) インターネットとはなにか．農業情報年間 1995．農文協， 
東京．43-55． 
吉田智彦 (1989) 福岡県農業総合試験場研究情報システム FARCIS．農業情報 1989． 
キャンズ，千葉．61-69． 





千葉県 (2002) ちばの農林水産業ホームページ. http://www.agri.pref.chiba.jp/ 
高知県(2002)こうち農業ネット imode 版ホームページ． 
http://www.nogyo.tosa.net-kochi.gr.jp/i/ 
OUWORKS Corporation（2004）VIPSv.2 青果物トレーサビリティ ASP サービス， 
http://vips2.jp/，2004 年 1 月 30 日参照 
三重県(2002)三重県農業技術情報システム i-MATe のホームページ． 
http://www.mate.pref.mie.jp/i/ 
MetBroker(2002) MetBroker ホームページ．http://www.agmodel.net/ 
Microsoft web サイト case studies(2003)独立行政法人食品総合研究所－XML Web  
サービス 青果ネットカタログ SEICA を構築， 
http://www.microsoft.com/japan/showcase/nfriaffrc.mspx，2003 年 12 月 30 日参照． 
農業情報利用研究会(2002) 農業情報利用研究会ホームページ. http://www.jsai.or.jp/ 
農林水産省（2003）食の安全・安心のための政策大綱． 
http://www.maff.go.jp/www/press/cont/20030620press_5.htm，2003年 12月 30日参照． 
砂防課防災データステーション (2002) 砂防課防災データステーションのホームページ． 
http://wakayama-sabo.jwa.or.jp/ 
島根県 (2002) 島根県農業試験場ホームページ. http://www2.pref.shimane.jp/nousi/ 
菅原幸治 (2002) 携帯電話利用による圃場情報蓄積システムホームページ． 
http://riss.narc.affrc.go.jp/diary/  
和歌山農業情報利用研究会 (2002) 和歌山農業情報利用研究会ホームページ.  
http://www.agri.gr.jp 
YOUWORKS Corporation (2004) http://youworks.jp/traceability.html 
 103
Studies on the Agricultural Extension Activities using IT  







The agricultural extension center had been providing farmers the technical and 
management information of crops for more profitable and efficient farm management. 
But it could be said that the agency was providing the information to the specific 
farmers and the specific groups. If more farmers could obtain the information, it might 
be more effective. It also must contribute to the more active community. 
Therefore, the author developed the public agricultural information system using 
telecommunication and the Internet, through which farmers could obtain the 
necessary information according to their needs.  
At first, the author organized the BBS (Bulletin Board System) in PC-VAN/ AG 
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NET (Agriculture and Food Net), which was believed to be the first agricultural 
information exchange system using personal computer and telecommunication among 
producers,  consumers and other persons concerned, from 1986 to 2000. Following 
from these results, the new information system corresponding to the Internet era was 
also established.  
Wakayama Prefecture Arida district is one of satsuma mandarin production 
centers. Therefore, the system was developed to offer all kinds of information about the 
statistics of satsuma mandarin production, on-site investigation data, various 
activities of vicinity, original pictorial books, weather data, research station data, 
agricultural cooperative association information, the history of satsuma mandarin 
cultivation, the diseases and insects, the cultivation method, etc., It was named as 
“The Arida Mikan Database ( http://www.mikan.gr.jp )”. 
This enabled the agricultural extension activities to exchange the information 
with and among farmers or related corporations indirectly regardless of time or place 
limitation. The electronic bulletin board of a local network was used to promote the 
activities of information exchange. The mailing list was established and used for the 
urgent disease and insect occurrence and its control.  
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Not only farmers but also consumers could obtain necessary information by the 
web site easily. The contents are now increasing automatically owing to the 
cooperation of other agencies concerned, resulting in a valuable resource for the local 
community. The questionnaires were frequently carried out in order to make the 
contents adequate. 
The procedure of going public of the data through the web was established 
relatively easily but it was sometimes difficult to accumulate useful contents. More 
works were needed to decide what the useful contents were, and after the method to 
include them was developed, the support tool for the system was developed. The 
rainfall to the satsuma mandarin yard often causes diseases and quality deterioration 
of the fruit. This could be prevented if farmers could have the data of the amount of 
rainfall exactly and promptly. In the system developed, rainfall data were 
automatically stored and processed into several forms, i.e., the amount of rainfall in an 
hour of the past 24 hours; in a day of the past month, or one month, and accumulated 
rainfall from any day in the past to the present day. This system was assembled for 
users of both PC's and cellular phones, which enabled farmers to use at their farms. 
Consequently, “the Virtual Agricultural Extension Center” was able to be 
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established on the Internet, and the new agricultural community was able to be 
constructed. This virtual agricultural extension center raised the level of computer 
skill for both of orange producers and extension specialists, while making the 
extension work easy by the closely connected local activities with higher exchange 
frequency 
In order to secure the traceability of the satsuma mandarin, a web of an 
agricultural corporation and a web of a wholesale company were linked, and the 
production process and distribution channel of the goods grown by the production 
system were made public. The software, the agricultural diary of Sorimachi, Inc., was 
used for the description of details of a cultivation history. The data of production and 
shipment were shown in the web of the agricultural corporation. Market and 
circulation data were shown in the web of the wholesale company.  Exhibition of 
information was managed by the catalog number attached to the goods. A conventional 
package had contained 10kg of satsuma mandarin and a catalog number could not be 
maintained to a consumer, resulting in the traceability often difficult. Therefore, 
smaller package was newly developed to maintain the catalog number to the end of 
 107
consumers．The traceability from a farm to a table was secured at low cost through this 
method. 
It is now hardly possible to make a profit on mandarin orange only by shipment 
adjustment through production control during the general consumption decline of the 
product. Therefore, the author organized the cooperation among the research 
organization, the distribution industry and the orange farmers or corporation to 
develop the new goods with the actual merchantable demand. 
The satsuma mandarin used in this project was produced by applying the “Maru 
Dori” system, which was developed by the research institute of National Agricultural 
Research Center for Western Region, NABRO. Actual commercialization was 
supported by a wholesale company.  
As it is believed that the satsuma mandarin promotion in the Arida area affects 
the whole area not limited to the agricultural industry, the Arida Promotions Bureau 
started the project "The Arida Satsuma Mandarin New Brand Development 
Promotion". The project members consisted of representatives of the authorized 
progressive farmers, the city or town office, the Fruit Tree Research Station and the 
Arida agricultural cooperative association. This project successfully supported the 
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cooperation among the members attended, planned the development of the new 
mandarin orange goods named "The Kinokuni Arida Marudori Satsuma Mandarin", 
and finally merchandised the goods. 
The main task of the author was opinion adjustment among project members, the 
research organization and the distribution industry. A series of these activities 
attracted the attention of many satsuma mandarin farmers or corporation in Arida 
area.  
 
